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　五条川で蛍を見なくなって、もうどれくらいに

なるだろう？　昭和３０年代後半には五条川でも

蛍を見ることができました。そのころの五条川は

とても綺麗で、シジミ・センパラ・ハグロトンボ

など、多くの水辺の生き物が生息していました。 

　一時汚れた川になってしまいましたが、最近は

五条川を愛する市民の皆さんの努力で美しい水辺

が戻ってきました。 

　初夏の夕べ、淡い光を放って舞う蛍が、またい

つの日か五条川に戻ってきたらいいのにな。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●『蛍』　～いつかまた五条川に戻っておいで～】 
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市政の窓 ３ 
日本脳炎予防接種を中止します 
情報公開制度 
ロビーコンサート情報 
ファミリー・サポート・センターを利用しませ 
んか 
自然生態園せみの羽化と夜の観察会 
リサイクル品を販売します 
介護保険制度改正内容のポイント 
下水道受益者負担金納付書を送付します 
金婚祝賀会 
岩倉市消防団操法大会優勝を目指し早朝訓練 
自然生態園ザリガニ釣り大会 
小・中学生夏休み歯みがき教室 
夏休み子どもクッキング 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 
ごみ出しルールを守っていますか？ 
指名競争入札結果 

岩倉南小学校 

…３ 
…３ 
…３ 
 

…４ 
…４ 
…４ 
…４ 
…５ 
…５ 
…５ 
…６ 
…６ 
…６ 
 

…６ 
…７ 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 
７月１０日（日）は「岩倉市の日」 

東小学校田植え・北小学校ぼかし作 
り・ナゴヤシティブラスアンサンブル 
生演奏で演歌をうたおう！ 

学校通信 ２０ 

市民のひろば・いわくらネットワーク １８ 

８ 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 

保健師すこやか日誌 

岩倉市ソフトボールスポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

９ 
オーストリアの食事 

グーテンターグ 

８ 

２１ フォトニュース 

 

暮らしのガイド １０ 

不用品データバンク 
図書館ニュース・市民相談 ほか 

岩倉市ダブルス卓球選手権大会参加者 
２００５水辺まつりカーフリーマーケット出店者 
放送大学学生 ほか 

ミニミニコンサート 
地域交流センターふれあい交流会 
あゆみの家講演会 
「平成の湯」プレゼント ほか 

催し １０ 

手続き １０ 

こどもの救命講習会 
健康度（体力・認知症など）をチェックしよう！ 

健康 １５ 

相談・その他 １６ 

募集 １４ 

七宝焼講習会 
消費生活講座「収納の基礎知識」 ほか 

講座・教室 １４ 

国民年金保険料の申請免除・納付猶予制度 
特別障害給付金制度 
高額療養費受領委任払い制度 
国民健康保険税の減免制度 
医療費が高額になったときは 
退職者医療制度　　 
特別弔慰金支給 
家屋を取り壊した人は届け出を ほか 

広報いわくら　2005年7月1日号　No.823



ロビーコンサート情報 
　市役所１階ミニステージで、毎月第４日曜日にロビーコンサートを

開催しています。７月は世界の歌をお贈りします。入場は無料です。 

【歌で世界めぐり】 
●と　き　７月２４日（日）午前１０時３０分～１１時３０分 

●出演者　歌…小川かず子、ピアノ…森岡　愛 

●主な曲　庭の千草／アイルランド民謡、見上げてごらん夜の星を／

日本歌謡曲、歌に生き恋に生き／イタリア歌劇「トスカ」より　ほか 

●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

お　がわ もりおか あい こ 

       

　
平
成
１７
年
５
月
３０
日
付
け
で
、
厚
生
労
働
省
よ

り
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
重
症
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急

性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
と
の
因
果
関
係
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
差
し
控
え
る

よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
岩
倉
市
で
は
、
関
係

機
関
と
協
議
し
た
結
果
、
現
時
点
で
よ
り
慎
重
を

期
す
た
め
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
中
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
と
は 

　
あ
る
種
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
後
あ
る
い
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
ま
れ
に
発
生
す
る
脳
神
経
の
病
気
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
場
合
は
、
接
種
後
数
日

か
ら
２
週
間
程
度
で
発
熱
、
頭
痛
、
け
い
れ
ん
、

運
動
障
害
等
の
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
万
が
一
発

症
し
て
も
通
常
は
軽
快
し
、
そ
の
後
の
再
発
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
れ
に
運
動
障
害
等
の
後
遺
症
が

残
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
と
し
て

の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
は
、
７０
万
〜
２
０
０
万
回
の
接
種
に

１
回
程
度
の
極
め
て
ま
れ
に
発
生
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
４
〜
２１
日
目
に

特
に
症
状
が
な
け
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
で
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
を
受
け
て
も
症
状

の
な
い
場
合
は
、
健
康
診
断
や
検
査
を
受
け
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 
       

　
岩
倉
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
「
知
る
権
利
」

を
保
障
す
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
情
報
（
岩

倉
市
が
作
成
ま
た
は
、
取
得
し
た
公
文
書
）
を
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
へ
の
理
解
、
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関
係
を
増
進
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。 

情
報
公
開
の
基
本
４
原
則 

①
岩
倉
市
に
関
す
る
情
報
は
、
公
開
を
原
則
と
し
、

非
公
開
と
す
る
情
報
は
、
必
要
最
小
限
と
し
ま
す
。 

②
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、
最
大
限
保
護
し
ま
す
。 

③
情
報
の
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
公
平
な
第

三
者
機
関
に
よ
る
救
済
制
度
を
保
障
し
ま
す
。 

④
情
報
は
、
速
や
か
に
公
開
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

●
公
開
の
対
象
と
な
る
も
の
　
文
書
・
帳
票
・
図

画
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
一
切
の
情
報
で
、

岩
倉
市
が
保
管
ま
た
は
、
管
理
し
て
い
る
も
の
。 

●
費
用
負
担 

★
閲
覧
…
無
料 

★
公
文
書
の
写
し
の
交
付
…
１
枚
に
つ
き
１０
円 

★
公
文
書
の
写
し
の
証
明
…
１
件
に
つ
き
２
０
０

円 ★
郵
送
の
場
合
…
郵
便
料
金
を
加
算 

●
適
正
使
用
　
公
開
さ
れ
た
情
報
は
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
て
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
救
済
　
公
開
請
求

に
対
す
る
決
定
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

●
平
成
１６
年
度
の
情
報
公
開
運
営
状
況 

★
情
報
公
開
を
請
求
さ
れ
た
件
数
…
４
件 

★
情
報
公
開
の
可
否
の
件
数
…
全
部
公
開
２
件
、 

一
部
非
公
開
２
件 

★
不
服
申
し
立
て
の
件
数
…
０
件 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

４
）
ま
で
。 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を 

中
止
し
ま
す 

知
る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す 

情
報
公
開
制
度 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

「
岩
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
助
け
合
う
会
員
組
織

で
す
。
子
育
て
で
ち
ょ
っ
と
お
困
り
の
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
子
育
て
の
助
け
合
い
に
参
加
で
き
る
人

も
募
集
中
で
す
。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

　
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）

に
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人
（
援
助
会
員
）
を

紹
介
し
、
会
員
同
士
で
一
時
的
な
子
育
て
の
援
助

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
子
育
て
の
環
境
を
つ
く

る
組
織
で
す
。 

ど
ん
な
人
が
？ 

★
依
頼
会
員
…
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
０
歳
（
生

後
４３
日
以
降
）
か
ら
小
学
校
６
年
生
以
下
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人 

★
援
助
会
員
…
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
２０
歳
以
上

の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
。
資
格
や
経
験
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。 

ど
ん
な
時
？ 

・
急
な
家
族
の
看
護
や
冠
婚
葬
祭
で
子
ど
も
の
世

話
が
で
き
な
く
て
… 

・
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
１
日
の
う
ち
数
時
間

だ
け
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！ 

・
仕
事
の
都
合
で
、
保
育
園
や
幼
稚
園
へ
送
り
迎

え
が
で
き
な
い
　
な
ど 

利
用
は
？ 

　
援
助
会
員
お
よ
び
依
頼
会
員
は
、
講
習
を
受
け

て
会
員
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、

依
頼
会
員
は
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
時
、
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
。 

報
酬
は
？ 

★
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
…
１
人
１

時
間
７
０
０
円 

★
前
記
以
外
の
時
間
帯
と
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
・
年
始
…
１
人
１
時
間
８
０
０
円 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
児
童
課
内
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
ま

で
。 

  　 

     

　
自
然
生
態
園
で
「
せ
み
の
羽
化
と
夜
の
観
会
」

を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
小
学
生
以
下
の
児
童
は
親
子
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
と
　
き
　
７
月
２３
日
　
午
後
５
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
北
島
町
） 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係(

☎
３
８

―
５
８
０
８)

ま
で
。 

　 

      

　
清
掃
事
務
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
は
、
粗
大

ご
み
収
集
申
し
込
み
の
際
に
「
ま
だ
使
え
る
も
の
」

に
つ
い
て
ご
提
供
の
了
解
を
得
て
、
机
や
戸
棚
な

ど
を
、
修
理
、
洗
浄
し
、
再
生
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
「
ま
た
使
え
る
も
の
」
と
な
っ
た
家
具

な
ど
を
、
次
の
と
お
り
販
売
し
ま
す
。
一
度
、
ご

覧
の
う
え
、
入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
展
示
・
販
売
す
る
も
の
　
食
器
棚
、
学
習
机
、

い
す
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
タ
ン
ス
　
な
ど 

●
展
示
・
入
札
の
日
　
７
月
１４
日
　
・
１５
日
　
の

２
日
間
、
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
な
お
、
１５
日
の
午
後
３
時
に
落
札
者
を
決
定
し
、

ご
連
絡
し
ま
す
。 

●
と
こ
ろ
　
清
掃
事
務
所
内
リ
サ
イ
ク
ル
工
房

（
名
神
高
速
道
路
北
側
側
道
沿
い
、五
条
川
の
西
） 

●
そ
の
他
　
同
一
物
に
複
数
の
入
札
者
が
あ
っ
た

場
合
は
金
額
の
高
い
人
を
落
札
者
と
し
ま
す
。
落

札
さ
れ
た
人
は
、
ご
自
分
で
家
ま
で
運
搬
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
清
掃
事
務
所（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）

ま
で
。 

自
然
生
態
園 

せ
み
の
羽
化
と
夜
の
観
察
会 

ま
だ
ま
だ
使
え
る
　
ま
た
使
え
る 

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
し
ま
す 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・ 

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
せ
ん
か 

（木） 

（土） 

（金） 

　介護保険法は、平成１２年４月に施行され、附則第２条に

おいて、施行後５年を目途としてその全般に関して見直し等

の措置を講じることとなっています。 

　国では現在、制度の持続可能性の確保、明るく活力ある超

高齢社会の構築、社会保障の総合化を基本的視点として、制

度全般について見直しを行っていますが、その改正のポイン

トについてお知らせしていきます。 

ポイント「介護予防型システムへの転換」 

　予防重視型システムは、介護保険法の基本理念である「自

立支援」をより徹底する観点から、「介護給付事業」「新予

防給付事業」「地域支援事業」という大きな３つの柱に分か

れています。自立と判定された高齢者や元気高齢者と要支援、

要介護高齢者などに対して別々のサービスを行うのではなく、

非該当の人が要介護状態にならないよう、要介護度が重度化

しないよう、一貫性・連

続性のある「総合的介護

予防システム」の確立を

目指していきます。 

●問合先　生きがい課介

護保険係（☎３８―５８

１１）まで。 

介護保険制度改正内容のポイント 
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●
市
政
の
窓
●
 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
が
進
ん
だ

地
域
か
ら
、
毎
年
「
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
定
め
「
受
益
者
負
担
金
」
を
賦
課
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
賦
課
区
域
の
受
益
者
（
土
地
の
所
有

者
ま
た
は
、
建
物
の
所
有
者
な
ど
）
の
皆
さ
ん
に
、

７
月
１
日
付
け
で
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
第
１
期
納
期
の
８
月
１
日
　
ま
で
に
５

年
分
ま
た
は
、
１
年
分
を
一
括
し
て
納
付
さ
れ
た

場
合
は
、
前
納
報
奨
金
の
制
度
に
よ
り
受
益
者
負

担
金
が
一
定
の
割
合
で
割
り
引
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
に

あ
て
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
の
納
付
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

受
益
者
負
担
金
制
度 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
限
ら
れ
た
区
域
の
人
し
か

利
用
で
き
な
い
下
水
道
の
建
設
費
す
べ
て
を
、
税

金
で
ま
か
な
う
の
で
は
な
く
、
建
設
費
の
一
部
を

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。 

●
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地
　
下
水
道
整
備
区

域
内
に
あ
る
土
地
は
、
す
べ
て
負
担
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
宅
地
だ
け
で
な
く
、
空
き
地
や
駐
車

場
、
農
地
も
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
農
地
に
つ
い
て
は
、
宅
地
化
さ
れ
る

ま
で
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

●
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
人
　
受
益
者
負
担

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
人
（
受
益
者
）
は
、
下
水

道
整
備
区
域
内
に
あ
る
土
地
の
所
有
者
で
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
地
上
権
、
質
権
、
使
用

貸
借
ま
た
は
、
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。 

●
負
担
金
の
額
　
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
負
担
金
の
額
は
１
平
方
㍍
当
た
り
４
５
０

円
に
な
り
ま
す
（
受
益
者
負
担
金
は
そ
の
土
地
に

１
回
限
り
の
も
の
で
す
）
。 

●
負
担
金
の
納
付
方
法
　
５
年
に
分
割
し
、
さ
ら

に
１
年
を
４
回
に
分
け
て
２０
回
で
納
め
て
い
た
だ

く
「
分
割
納
付
」
と
、
各
年
度
の
第
１
期
の
納
期

に
負
担
金
を
全
額
ま
た
は
、
１
年
分
ま
と
め
て
納

め
て
い
た
だ
く
「
一
括
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
初
年
度
に
全
額
を
一
括
納
付
し
ま
す
と
約
１６
㌫
、

各
年
度
に
１
年
分
を
一
括
納
付
さ
れ
ま
す
と
約
２

㌫
が
前
納
報
奨
金
と
し
て
納
付
額
か
ら
割
り
引
か

れ
ま
す
。 

下
水
道
の
接
続
工
事
は
お
早
め
に 

　
今
年
度
の
賦
課
区
域
で
は
、
す
で
に
下
水
道
が

使
用
で
き
ま
す
。
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
、
岩
倉
市
が
指
定
し
た
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
祝
賀
会
を
開
き
ま
す
。 

●
と
き
　
１１
月
２３
日
　
午
前
１０
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な
ど
）
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の

間
に
、
結
婚
５０
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
（
昭
和

３１
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
婚
姻
届
出

の
人
）
ま
た
は
、
す
で
に
結
婚
５０
年
を
迎
え
て
い

る
が
、
都
合
で
今
ま
で
に
申
し
出
て
い
な
い
ご
夫

婦
（
た
だ
し
、
１
月
１
日
現
在
引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
お
住
ま
い
の
こ
と
） 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
、
各
老
人
憩
の
家
に

あ
る
「
金
婚
祝
申
請
書
」
と
、
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄

本
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
資
格
を
確
認

し
た
う
え
で
、
金
婚
祝
賀
会
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
。
　 

●
受
付
期
限
　
７
月
１５
日
　
ま
で 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係（
☎

３
８
―
５
８
１
１
）
ま
た
は
、
各
老
人
憩
の
家
ま

で
。 

（金） 

下
水
道
整
備
地
域
の
皆
さ
ん
へ 

下
水
道
受
益
者
負
担
金 

納
付
書
を
送
付
し
ま
す 

結
婚
５０
周
年
の
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す 

金
婚
祝
賀
会 

（月） 

（水） 

岩倉市消防団　 
操法大会優勝を目指し早朝訓練 
　第５０回愛知県消防操法大会が７月２３日（土）豊田市で開
催されます。  　　 
　この大会には、県下各市町村の代表消防団員が参加して、消
防ポンプ自動車操法と小型ポンプ操法に分かれホース延長・放
水および消防ポンプ等消防機器の取り扱いを正しい動作で短時
間に行うことを競います。 
　岩倉市消防団は、消防ポンプ自動車操法の部に出場、昨年も
連続して入賞を成し遂げ、今年は優勝を目指し、五条川小学校
グラウンドで厳しい早朝訓練（午前５時３０分～７時、日曜日
は休み）を実施しています。 
　市民の皆さんの応援をお願いします。 

岩倉市代表の選手 

左上から宮本　彰さん（大山寺町区）、須藤　隆さん（曽野町

区）、藤本貴志さん（東町区）、櫻井伸賢さん（大山寺町区）、

最前列左から若園欽正さん（西市町区）、丹羽真伸さん（神野

町区） 

みやもと す　どう 

さくら　い　のぶたか 

に　わ　まさのぶ 

ふじもとたか　し 

たかし あきら 

わかぞのよしまさ 
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メ
ダ
マ
ク
リ
ッ
プ 

（
小
） 

　
　 

      

　
自
然
生
態
園
の
ト
ン
ボ
池
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大

会
を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
釣
り
ざ
お
、
え
さ
は
、
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い（
リ
ー
ル
、テ
グ
ス
糸
は
禁
止
し
ま
す
）。 

●
と
き
　
７
月
２３
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時 

●
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
北
島
町
） 

●
対
象
　
小
学
校
以
下
の
児
童 

●
定
員
　
３０
人 

●
申
込
方
法
　
自
然
生
態
園
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
に
あ

る
申
込
書
を
利
用
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係（
☎

３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

  　 

     

　
小
学
校
や
中
学
校
で
の
歯
科
健
診
の
結
果
は
ど

う
で
し
た
か
。
む
し
歯
が
な
く
、
ほ
っ
と
一
安
心

し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
　
む
し
歯
が
な
く

て
も
、
特
に
、
Ｇ
Ｏ
（
歯
ぐ
き
に
軽
い
炎
症
）
や

Ｃ
Ｏ
（
初
期
む
し
歯
）
が
あ
っ
た
人
は
、
要
注
意

で
す
。 

　
甘
い
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
ば
か
り
飲
ん
で
い
た

り
、
歯
み
が
き
を
毎
日

し
て
い
て
も
、
磨
き
残

し
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

む
し
歯
や
歯
肉
炎
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
夏
休
み
中
に
食
生
活

を
見
直
し
、
正
し
い
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
身

に
付
け
、
む
し
歯
や
歯

肉
炎
を
予
防
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

●
と
き
・
対
象
・
内
容

　
表
の
と
お
り 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン

タ
ー 

●
申
込
方
法
　
７
月
４

日
　
か
ら
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。 

●
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。 

　 

      

　
朝
ご
飯
を
食
べ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。 

　
一
日
の
始
ま
り
に
は
、
頭
に
も
体
に
も
、
朝
ご

飯
が
と
て
も
大
切
で
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

食
べ
物
と
体
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
楽
し

く
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
と
き
　
７
月
２７
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養
指
導
室
　

●
対
象
　
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
生
（
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
）
　
　
　
　  

●
内
容
　
話
「
大
切
な
朝
ご
飯
」
、
調
理
実
習
、

試
食
　
　 

●
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）
　 

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

●
申
込
方
法
　
７
月
４
日
　
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。 

 

（土） 

（月） 

（水） 

（月） 小
・
中
学
生 

夏
休
み
歯
み
が
き
教
室 

夏
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ 

　
　
　
　
朝
ご
飯
で
作
る
元
気
な
体 

自
然
生
態
園 

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会 

さ
お
（
１
㍍
く
ら
い
の
長
さ
が
よ
い
） 

タ
コ
糸
（
さ
お
の
長
さ
に
す
る
） 

え
さ 

（
え
さ
は
す
る
め
な
ど
） 

釣りざおの作り方 

小学校１～３年生 

対　象 と　き 内　容 

７月２６日（火） 

７月２９日（金） 

８月　３日（水） 

午前１０時 

～１１時３０分 

・むし歯・歯肉炎 
　予防の話 

小学校４～６年生 

中学校１～３年生 

・むし歯菌の観察 
・歯こう染め出し、 
　ブラッシング 
　指導　など 

 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コ
ーナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、市
民の皆さんに利用していただけるスペースがあります。
皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、
祝日、年末および年始は休みです）ただし、レストラン
の営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９時か
ら午後６時までです。 

【ゴスペルコンサート】 
●と　き　７月３日（日）午後２時～２時３０分 
●出演者　一宮ゴスペルラヴァーズ 
●主な曲　アメージング・グレース、世界にひとつだけ
の花、島唄　ほか 
●問合先　猪飼（☎０５８６―７６―０４５７）まで。 

【写真コンクール入賞作品展】 
●と　き　７月４日（月）～８日（金） 
●問合先　岩倉市商工会（☎６６―３４００）まで。 
【戦争資料展】 
●と　き　７月３０日（土）～８月１５日（月） 
●問合先　秘書課秘書係（☎３８-５８０１）まで。 

ミニステージ 

市民ギャラリー 

） 
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３
８

５
８
０
８
）
ま
で

 

日
　
か
ら
保
健
セ
ン
タ

（月

　ごみは、収集日の朝８時３０分までに、決められ

た集積場に、分別して出してください。ルールが守

られないと一番迷惑されるのは集積場設置にご協力

いただいている皆さんや付近の皆さんです。 

「燃やしてもいいごみ」は 
　料理くず等生ごみ、再生できない紙くず、木くず

などです。毎週２回、市の南部地域は月・木曜日、

北部地域は火・金曜日に必ず市の指定袋で出してく
ださい。段ボール箱や紙袋に入れて出すのはルール

違反です。 

「燃やしてはいけないごみ」は 
　プラスチック・ビニール・ゴム類などです。市の

推奨袋など中身の見える袋で出してください。黒い
袋は中身が見えず危険なため市は収集しません。 

ルールが守られないと一番迷惑され 
るのは集積場付近の皆さんです 

★粗大ごみは有料戸別収集 
　タンス、机、いす、自転車などで、縦、横または高さの

いずれか一辺が６０ｃｍ以上のものが粗大ごみです。セッ

ト扱いで複数の物を１個（１，０００円）とする場合もあ

ります。まず、電話で☎６６―８１５３（ハイごみ）の受
付に連絡し、収集日等を予約してください。 

★分別収集にご協力を 
　缶類・びん類・ペットボトルなど資源になるものは必ず

各地区毎月１回の分別収集へ出してください。資源になる

ものをごみの集積場に出さないでください。また、粗大ご

み以外の不燃物（埋立ごみ、小型ごみ）、蛍光管なども分

別収集へ出してください。古紙は①新聞紙と折込チラシ②

段ボール③雑誌類④紙製容器など雑がみに分けて出してく

ださい。古紙と古着については、月１回の古紙と古着の日
にも出してください。地区の子ども会の皆さんなど資源回

収団体が行う廃品回収にも、ぜひご協力ください。 

★牛乳パック 
　牛乳パックは、市役所（市民窓口課）・公民館・総合体

育文化センター・岩倉団地自治会事務所・清掃事務所の５

か所で回収し、所定の枚数で記念品と交換しています。 

★ライターやスプレー缶は分別収集へ 
　使い捨てライターやスプレー缶の混入で収集車両の火災

等が発生しています。ライターやスプレー缶は必ず使い切

り分別収集へ出してください。缶には穴を開けてください。 

 
 
 
 
 
 
●問合先　環境保全課生活環境係（清掃事務所内☎６６―
５９１２）まで。 

指 名 競 争 入 札 結 果  （５月２６日～６月２日） 

石仏自転車駐車場改修工事 

歩道設置工事測量設計業務 

用地測量業務 

石仏町地内 

八剱町地内 

下本町地内 

栗本土木㈱ 

㈱石田技術コンサルタンツ 

吉田興業㈱ 

８,１９０,０００ 

２,６２５,０００ 

１,４７０,０００ 

６/３～H１８/３/３１ 

５/３１～８/２９ 

物件調査業務 八剱町地内 ㈱石田技術コンサルタンツ ３,０４５,０００ ６/　７～９/　５ 

５/３１～９/　７ 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

１０月１日からプラスチック製容器包装を回収 
　岩倉市では資源を大切にし、ごみを減らすため、ケ
ース、ポリ袋、ラップ類等のプラスチック製の容器包
装を１０月から回収します。 
　今後、地区説明会等を開催して、詳しく説明してい
きますのでよろしくお願いします。 

一部の集積場は、地主さんの善意で成り立っています。 
きちんとマナーを守って、お互いが気持ちよく使えるように 
きれいにしましょう！ 

一部の集積場は、地主さんの善意で成り立っています。 
きちんとマナーを守って、お互いが気持ちよく使えるように 
きれいにしましょう！ 
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岩
倉
市
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
い
わ
く
ら

２１
」
は
、
「
人
に
や
さ
し
く
、
健
康
で
安
心
感

の
あ
る
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

の
た
め
に
平
成
１６
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
で
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

普
段
か
ら
健
康
増
進
に
努
め
る
「
一
次
予
防
」

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康
で
明
る

く
元
気
に
生
活
し
、
み
の
り
豊
か
で
満
足
で
き

る
生
涯
、
つ
ま
り
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）

の
延
伸
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、健
康
を
増
進
し
、「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
主
体
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
家

庭
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
組
織
、
地
域
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
の
実
現
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
計
画
に
は
、
栄
養
・
運
動
等
９
つ
の
領
域
に

分
け
て
「
市
民
の
と
り
く
み
」
「
行
政
の
と
り

く
み
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
図
は
「
市

民
の
と
り
く
み
」
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
す
。 

　
次
回
の
「
保
健
師
す
こ
や
か
日
誌
」
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
と
り
く
み
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
健
康
づ
く

り
の
と
り
く
み
が
で
き
る
か
な
、
と
自
分
自
身

の
生
活
を
振
り
返
り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）ま
で
。 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
っ
て
楽
し
い
よ
！！ 

岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
私
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
、
町
内
の
子
ど

も
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
３０
年
以
上
経
っ
た
今
、
自
分
の

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
数
年
前
に
子
ど
も
か
ら
親
子
大
会
と
い

う
父
兄
の
チ
ー
ム
と
現
役
の
子
ど
も
た
ち

の
チ
ー
ム
が
真
剣
（
？
）
に
対
戦
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
来
て
ほ
し
い
と
せ
が
ま
れ
て
、

３０
余
年
ぶ
り
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
と
き
に
感
じ
た
子
ど
も
た

ち
の
充
実
ぶ
り
に
は
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
技
術
と
共
に
礼
儀
正
し
い
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
小
学
生
が
こ
こ
ま
で
成
長

で
き
る
ん
だ
と
い
う
事
に
感
心
さ
せ
ら
れ

た
の
で
す
。 

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
私
の
方
が
夢

中
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
携
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
小
学
生

時
代
に
は
、
各
町
内
会
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ

た
チ
ー
ム
も
、
現
在
は
岩
倉
市
に
１
チ
ー

ム
し
か
存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
卒
団
生
の
面
々
が
中

学
、
高
校
、
大
学
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
野

保健師すこやか日誌 

～みんなで力をあわせる健康づくり～ 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 

「健康いわくら２１」のとりくみと生活習慣の改善 
９つの領域と目標（スローガン） 

栄　養 

歯の健康 

生活習慣病予防 

生活習慣の改善 

運　動 休養・こころの健康 

たばこ アルコール 

糖尿病 

循環器疾患 

①適正体重を維持しよう 
②バランスのよい食事を楽しくとろう 
③元気な１日は朝食から 

①むし歯を予防しよう 
②歯周病を予防しよう 
③歯の喪失を防止しよう 

①意識的に身体を動かそう 
②一緒に運動する仲間をつくろう 

①ストレスと上手につき合おう 
②仲間づくり 

①禁煙・分煙に努めよう 
②妊婦と子どもをたばこの害から守ろう 

①アルコール博士になろう 
②お酒と上手につき合おう 

①体重コントロールを意識しよう 
②年に１回、定期健診を受けよう 

①高血圧・高脂血症を予防しよう 
②年に１回、定期健診を受けよう 

が　ん 

①禁煙に取り組もう 
②１日に適量な野菜と果物を食べよう 
③がん検診を定期的に受けよう 

No.16
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オーストリアの食事 
岩倉市国際交流員 

オールベーグ　ビビエン 
OELBERG VIVIEN

Austrian cuisine was derived from the cuisine of the Austro-Hungarian Empire. In addition to native regional traditions the 
influence of Hungarian and Czech dishes is very strong. 
The cuisine of Austria's west has been influenced by the cuisine of neighboring Switzerland, meaning that cheese takes 
in the cuisine's main part. However, Austrian cuisine is worldwide famous for its cakes and sweets. Also, coffee is very 
popular and is served in a variety of styles, particularly in the traditional coffeehouses of Vienna. 
Meat plays the main roll in Austrian dishes, and potatoes, green salad or dumplings are served as side dishes. Before 
starting a meal, there is a custom of saying "Mahlzeit", Mahl meaning meal and Zeit meaning time. A traditional meal 
often starts with soup, such as beef broth with noodles, vegetables or small dumplings made from semolina. Traditionally 
for closing a meal fruit brandy is served. One of the most famous dishes is called Wiener Schnitzel, a veal fillet served 
with roast potatoes or potato salad. Other Austrian dishes are: Tafelspitz: a boiled beef dish; Gulasch: a hotpot made of 
beef, paprika and onions; Kaesespaetzle: egg noodles prepared with cheese, or Groestel: pan-fried meat, potatoes, 
parsley and onions. For snacking in between meals, there are sausages with mustard and bread, as well as open 
sandwiches with a wide variety of toppings such as sliced sausages, bacon and cheese. Liptauer is a popular soft milk 
cheese, mixed with onions and different spices such as paprika and caraway; originally the cheese and its name derived 
from Liptov, a region in Slovakia. 
Next time, I would like to continue the food topic, writing about Austrian sweets and particularly introduce the famous 
chocolate cake called Sachertorte.

　
し
か
し
な
が
ら
、
卒
団
生
の
面
々
が
中

学
、
高
校
、
大
学
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
野

球
を
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
話
を
た
く
さ
ん
耳
に
し
ま
す
の
で
、

私
ど
も
は
小
学
生
時
代
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
動
が
、
野
球
を
含
め
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
る
と

同
時
に
心
身
と
礼
節
を
育
て
る
場
と
位
置

付
け
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
や
、
練
習
の

大
切
さ
、
厳
し
さ
を
学
び
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
試
合
に
勝
つ
喜
び
を
共
に
分

か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
以
外
に
も
キ
ャ

ン
プ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
行
事
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
一
緒

に
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。 

●
練
習
日 

　
土
曜
日
　
午
後
１
時
〜（
中
央
公
園
） 

　
日
曜
日
　
午
後
１
時
〜（
五
条
川
小
学
校
） 

●
連
絡
先
　
横
井（
☎
６
６
―
２
９
７
６
）

ま
で
。 

　オーストリアの食文化はオーストリアハンガリー二重
帝国から生まれました。伝統的なオーストリア料理は特
にハンガリーやチェコの影響を強く受けています。オー
ストリアの西側はスイスの影響を受けているので、チー
ズが多く使われています。 
　オーストリアのお菓子やケーキは世界的に有名です。
また、コーヒーも人気があり、色々な飲み方があります。
オーストリアには、特別なウイーンの伝統的な喫茶店が
たくさんあります。 
　オーストリアの料理では牛肉や鶏肉や豚肉が多く、付
け合わせはジャガイモやサラダやパンから作った団子な
どです。食前は、「マール・ツァイト」と言う習慣があ
ります。マールは食事、ツァイトは時間と言う意味です
が日本のいただきますのことです。伝統的にはスープか
ら食べ始めます。色々なスープがあり、例えば牛肉の煮
た出し汁で麺か野菜、そのほか穀物セモリーナで作った
団子などが入っています。食後は昔からの習慣でブランデーを飲みます。一番有名な料理はウイーナシュニッツェルと
言って、子牛の薄切りのカツレツ（とんかつのようなもの）を焼いたジャガイモかジャガイモのサラダで食べます。他
には、タフェルシュピズ（ウイーン風のボイルドビーフ）、グーラッシュ（角切り牛肉や玉ねぎやピーマンなどを入れ

たシチュー）、ケーゼシュペッツレ（チーズに入った団子で玉ねぎがトッピングされた
もの）やチロラーグレステル（牛肉またはベーコン、ジャガイモ、パセリ、玉ねぎなど
を焼いた料理）があります。 
　スナックや軽食として、フランクフルト、ホットドッグがあります。他にはオープン
サンドイッチでハム、チーズなど色々なトッピングで食べます。リプタウェル（ソフト
チーズ、玉ねぎやスパイスでパプリカなどで作る）は人気があります。リプタウェルの
名前の由来は、スロバキアのリプトブという町の名前にあります。 
　次回も引き続き食文化について紹介します。オーストリアのお菓子、中でも特に有名

なザッハトルテの紹介をしたいと思います。 
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●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  
　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
７
月
は
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く

こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
個
性

あ
ふ
れ
る
小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

「
自
遊
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１７
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
自
遊
倶
楽
部 

▼
演
奏
曲
　
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」

よ
り
「
春
」
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
　
　

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会 

 

　 　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
と
も
に
集

い
、
楽
し
く
交
流
す
る
「
ふ
れ
あ
い

交
流
会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
今
回
は
朗
読
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
童

謡
・
唱
歌
の
世
界
に
ご
招
待
し
ま
す
。

ピ
ア
ノ
と
声
で
ち
ょ
っ
と
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。 

▼
と
き
　
７
月
３１
日
　
午
後
２
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
第
１
部
「
朗
読
と
ピ
ア
ノ

に
よ
る
童
謡
・
唱
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
な
ど
）
、
第

２
部
「
言
葉
あ
そ
び
・
曲
あ
て
ゲ
ー

ム
」
　
ほ
か 

▼
出
演
　
「
お
と
〜
ｏ
ｔ
ｏ
」 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会 

  
　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の
発
達

に
遅
れ
や
つ
ま
ず
き
の
あ
る
子
ど
も

の
育
児
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
　 

▼
と
き
　
７
月
２３
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
と
ば
が
育
つ
と
い

う
こ
と
」 

▼
講
師
　
吉
川
雅
博
さ
ん
（
愛
知
県

立
大
学
社
会
福
祉
学
科
助
教
授
）
　 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎
６
６

―
５
９
０
１
） 

  

●
「
平
成
の
湯
」
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家 

  

　
和
泉
村
か
ら
友
好
事
業
の
一
環
と

し
て
、
「
平
成
の
湯
」
が
、
老
人
憩

の
家
、
南
部
老
人
憩
の
家
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１３
日
　
（
入
浴
時
間

は
、
午
後
１
時
〜
４
時
） 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７

―
３
８
３
４
）
ま
た
は
、
南
部
老
人

憩
の
家
（
☎
３
７
―
０
４
９
７
） 

  

●
ラ
ブ
・
オ
ー
ル
・
ラ
イ
フ
・ 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５ 

　
あ
い
ち 

  

　
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ラ

ブ
・
オ
ー
ル
・
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
５
あ
い
ち
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
「
だ
れ
も
が
、
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
」
を
テ
ー

マ
に
、
楽
し
み
な
が
ら
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
７
月
２３
日
　
・
２４
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時
３０
分
（
２４
日
は

午
後
４
時
ま
で
） 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
、オ
ア
シ
ス
２１（
名
古
屋
市
東
区
）、

久
屋
大
通
公
園
も
ち
の
木
広
場
（
名

古
屋
市
中
区
）
　
ほ
か 

▼
内
容
　
井
筒
和
幸
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

映
画
上
映
「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
・

「
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
・
ダ
イ
ア
リ

ー
ズ
」
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
森
圭
一
郎
、

バ
ン
バ
ン
バ
ザ
ー
ル
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
、

亀
渕
友
香
＆T

h
e
 V
o
ic
e
s
 o
f 

J
a
p
a
n

」
、
新
垣
勉
コ
ン
サ
ー
ト
＆

ト
ー
ク
、
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
人

権
啓
発
資
料
展
・
パ
ネ
ル
展
、
物
産

展
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
等 

▼
そ
の
他
　
託
児
あ
り
（
満
２
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
・
定
員
制
・
予
約
可
） 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活
部
県

民
課
人
権
同
和
対
策
室
（
☎
０
５
２

―
９
５
４
―
６
１
６
７
　
０
５
２
―

９
７
３
―
３
５
８
２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス 

          

●
国
民
年
金
保
険
料
の
申

　
請
免
除
・
納
付
猶
予
制
度 

  

【
国
民
年
金
申
請
免
除
制
度
】 

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
か

っ
た
り
、
失
業
や
災
害
に
あ
っ
た
り

し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
（
全
額

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
に
、
未

額
が
つ
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早

 

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
時
間

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（水） 

　
　
　
　http://w

w
w
.pref.aichi. 

jp/jinken/

） 

手続き 

催し  
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い
　
づ
つ
か
ず
ゆ
き 

も
り
け
い
い
ち
ろ
う 

あ
ら
が
き
つ
と
む 

か
め
ぶ
ち
　
ゆ
　
か 

よ
し
か
わ
ま
さ
ひ
ろ 



も
か

お
年
寄

ま
で
が
と
も
に
集

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎

久
屋
大
通
公
園
も
ち
の
木
広
場
（
名

難
な
場
合
に

本
人
の
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
（
全
額

免
除
・
半
額
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
に
、
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、

納
付
月
数
の
不
足
で
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
事
故
な
ど
で
障
害

が
残
っ
て
も
、
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
の
所
得
（
１
月
分
か
ら

６
月
分
の
保
険
料
免
除
に
つ
い
て
は

前
々
年
の
所
得
）
が
い
ず
れ
も
全
額

免
除
・
半
額
免
除
の
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。
扶
養
し
て
い

る
親
族
の
人
数
な
ど
に
よ
っ
て
基
準

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
失
業
中
の
と
き
は
、
前
年

の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の

免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

【
２０
歳
代
の
納
付
猶
予
制
度
】 

　
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主

（
親
な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
た
め

に
、
国
民
年
金
申
請
免
除
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
２０
歳
代
の
人
に
つ
い

て
、
本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
制
度

が
新
た
に
で
き
ま
し
た
。 

▼
保
険
料
の
追
納
と
年
金
額 

　
申
請
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
１０
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
３
年
目
以
降
に
納
め
る
場

合
に
は
、
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算

額
が
つ
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早

め
に
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
追
納
し
な
く
て
も
、
免
除
・
猶
予

さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

計
算
す
る
際
に
、
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
年
金
額
が
３
分
の
１
と
し
て
、

半
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
が

３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ
れ
、
猶
予

期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。 

▼
承
認
期
間
　
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で 

※
承
認
さ
れ
れ
ば
期
間
の
始
期
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
失
業

や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
る
と
き
は
、

そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か
ら
承

認
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
６
月
ま
で
申
請
免
除
・
猶

予
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
も
引
き
続

き
免
除
・
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
再
度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
（
な

お
、
失
業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る

場
合
は
雇
用
保
険
の
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
ま
た
は
、
離
職
票
の
写
し

な
ど
が
必
要
） 

　
今
年
、
岩
倉
市
に
転
入
し
た
ば
か

り
の
人
は
、
前
年
所
得
の
状
況
が
分

か
る
書
類
（
課
税
証
明
書
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
）
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
特
別
障
害
給
付
金
制
度
　 

  

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
を
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
、
障
害
基
礎
年
金

等
を
受
け
ら
れ
な
い
障
害
者
の
人
を

対
象
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
制

度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

▼
対
象
者 

①
昭
和
６１
年
３
月
以
前
の
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
等
の
加
入
者
の
配
偶
者 

②
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生
で
あ

っ
て
、
当
時
、
任
意
加
入
を
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
・
２
級

相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
人 

▼
支
給
額
　
１
級
…
月
額
５
万
円
、

２
級
…
月
額
４
万
円 

　
た
だ
し
、
所
得
に
よ
っ
て
支
給
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
け

て
い
る
場
合
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。 

▼
支
給
開
始
　
給
付
金
は
請
求
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
給
付
金
を
請
求
す
る
人
は
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
障
害
認
定
に
必
要
な
添
付
書
類
が

す
べ
て
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
も
、
請

求
書
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

（
こ
の
場
合
、
不
足
し
て
い
る
必
要

書
類
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
提
出
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
。 

　
障
害
認
定
に
は
、
過
去
の
状
況
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給

の
決
定
ま
で
数
か
月
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
高
額
療
養
費
受
領
委
任 

　
払
い
制
度 

  

　
こ
の
制
度
は
、
岩
倉
市
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
機

関
の
協
力
を
得
て
行
う
も
の
で
、
高

額
療
養
費
が
発
生
す
る
場
合
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
は
、
高
額
療
養
費
支

給
分
を
除
い
た
自
己
負
担
分
の
み
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、
高
額
療
養
費

支
給
分
は
市
と
医
療
機
関
の
間
で
精

算
す
る
も
の
で
す
。 

▼
対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
法
第
５７

条
の
２
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人 

▼
申
請
方
法
　
こ
の
制
度
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
医
療
費
の
支

払
い
の
前
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
、
市
民
窓
口
課
保
険

医
療
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
従
来
か
ら
の
高
額
療
養
費

支
払
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
も
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

免除と納付猶予と未納は、こんなに違います！ 

全額免除 納めなくてよい 本人・配偶者・世帯主 

本人・配偶者・世帯主 

本人・配偶者 

○ 
受給資格期間になります 

○ 
受給資格期間になります 

○ 
受給資格期間になります 

× 
（期間に算入されません） 

○ 
保険料を納付した場合と同じです 

○ 
保険料を納付した場合と同じです 

○ 
保険料を納付した場合と同じです 

× 
年金を受けることができない場合があります 

保険料 老齢基礎年金を 
受けるための資格期間 

受け取る年金額 
（その期間分について） 

障害・遺族年金を 
受けるとき 収入の審査を受ける人 

納めなくてよい 

１３,５８０円納める 
必要があります 

半額（６,７９０円）を納める 
納付しないと未納扱い 

追納する 
と「１」に 
なります 

３ 
１ 

追納でき 
ません 

半額免除 

納付猶予 
（２０歳代の人のみ） 

未　納 

３ 

０ 

０ 

２ 
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※減免理由が２つ以上の場合は、１つの理由を選択します。 
※就学援助、生活保護を受けることになった場合等、特に必要と認められた場合も減免が受けられます。 

７０歳未満の人の自己負担減度額 

７０歳以上の人の自己負担減度額 

・一定以上所得者とは、同一世帯に一定以上（住民税の課税所得が１２４万円以上（平成１７年８
月１日からは１４５万円以上））の７０歳以上の人または、老人保健対象者がいる人です。ただし、
７０歳以上の人および老人保健対象者の収入の合計が一定額未満（７０歳以上の人が一人の世帯の
場合は年収４５０万円未満（平成１７年８月１日からは４８４万円未満）、７０歳以上の人および
老人保健対象者が２人以上の世帯の場合は年収６３７万円未満（平成１７年８月１日からは６２１
万円未満））である旨申請があった場合を除きます。 
・区分　とは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が非課税の人の世帯です。 
・区分　とは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が非課税の人で所得が一定基準に満たない
人です。 
※（　）内の金額は、過去１２か月間に４回以上高額療養費の支給を受けた場合の４回目以降の限
度額です。 

  

●
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
減
免
制
度 

  

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
は
、

前
年
度
国
民
健
康
保
険
税
課
税
世
帯

で
本
年
中
の
所
得
の
激
減
、
長
期
療

養
、
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し

く
困
窮
し
、
保
険
税
の
納
付
が
困
難

に
な
っ
た
人
で
、
減
免
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
保
険
税
の

一
部
ま
た
は
、
全
部
が
減
免
さ
れ
る

制
度
で
す
。
制
度
の
概
略
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  
●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ

　
た
と
き
は 

  

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）
を

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
（
老
人
保

健
で
は
高
額
医
療
費
）
と
し
て
、
あ

と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。 

①
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た

と
き 

　
病
気
や
ケ
ガ
で
同
じ
人
が
同
じ
月

内
に
同
じ
医
療
機
関
で
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
て
医
療
費
を
支
払
っ
た

と
き
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
申
請
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。 

②
同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を

超
え
た
と
き 

　
同
じ
世
帯
で
、
同
じ
月
内
に
医
療

費
を
２
万
１
千
円
以
上
支
払
っ
た
人

が
複
数
い
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
額

を
合
算
し
て
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

③
高
額
医
療
費
の
支
給
が
４
回
以
上

あ
る
と
き 

　
同
じ
世
帯
で
、
過
去
１２
か
月
間
に

４
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
る
と
き
は
、
４
回
目
か
ら
限
度
額

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
高
額
療
養
費
支
給
該
当
者

に
は
、
診
療
月
の
約
２
か
月
後
に
市

民
窓
口
課
か
ら
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

【
注
意
点
】 

★
各
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で
を
１

か
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。 

★
各
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
別
々
に

計
算
し
ま
す
。 

★
同
じ
医
療
機
関
で
も
歯
科
と
他
の

診
療
科
は
別
々
に
計
算
し
ま
す
。 

★
同
じ
医
療
機
関
で
も
入
院
と
外
来

は
別
々
に
計
算
し
ま
す
。 

★
国
民
健
康
保
険
の
給
付
の
対
象
と

な
ら
な
い
入
院
中
の
差
額
ベ
ッ
ド
代

や
歯
科
の
自
由
診
療
お
よ
び
、
入
院

中
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費
の
計
算

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

★
診
療
月
の
約
２
か
月
後
に
高
額
療

養
費
支
給
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

診
療
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時

効
と
な
り
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

▼
持
参
す
る
も
の
　
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
領
収
書
、
印
鑑
、

預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）
を

持
っ
て
、
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
す
で
に
市
民
窓
口
課
か
ら

通
知
の
は
が
き
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
は
が
き
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

。

、

前年度国民健康保険税が課税され、前年中の所得が
３００万円以下で、本年の所得が前年に比較して大
幅に減少する見込みの場合 

減少の程度により所得割額および資産割
額を最高３分の２まで減免 

前年中の所得が３００万円以下で、６か月以上療養
中または、継続して６か月以上療養を要する場合 

療養期間に到来する納期限に係る納付額
の全部 

災害により、自己所有の住宅または家財に、３割以
上の損害（保険金・共済金などで補てんされる金額
を除く）を受けた場合 

前年中の所得、損害の程度により最高全
額まで減免 

岩倉市税条例第６６条の規定により、固定資産税の
減免を受けた場合 

減免を受けた固定資産税による資産割額 

減免理由 減免割合 

所得の激減 

長期療養者 

災害による損害 

固定資産税の減免 

・上位所得者とは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者の基礎控除後の総所得金額等が６７０万円を 
超える世帯および所得申告がない世帯の人です。 
・住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が非課税の世帯です。 

３回目までの限度額 ４回目以降の限度額 

３５,４００円 住民税非課税世帯 ２４,６００円 

１２,０００円 ４０,２００円 

８,０００円 
２４,６００円 

１５,０００円 

１３９,８００円 
７７,７００円 さらに、実際かかった医療費が

４６６,０００円を超えた場合は超
えた分の１％の額を加算します 

外来（個人ごとに計算） 世帯単位で入院と外来が 
複数あった場合は合算 

７２,３００円 

※（４０,２００円） 

さらに、実際かかった医療費が
３６１,５００円を超えた場合は超
えた分の１％の額を加算します 

７２,３００円 

４０,２００円 

４０,２００円 さらに、実際かかった医療費が
２４１,０００円を超えた場合は超
えた分の１％の額を加算します 

住
民
税
課
税
世
帯 

住
民
税
課
税
世
帯 

住
民
税 

非
課
税
世
帯 

上位所得者 

一　般 

一定以上所得者 

一　般 

区分　 

区分　 
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※
※

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す

 

か
月
と
し
て
計
算
し
ま
す

 

養
費
支
給
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
の

係
（
☎
３
８

５
８
０
７
） 

  
●
退
職
者
医
療
制
度 

　
　
　
　
　
　 

 

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長

い
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な

ど
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ

の
被
扶
養
者
は
、
¬
老
人
保
健
」
の

適
用
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
¬
退
職

者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

▼
適
用
の
条
件 

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と 

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
こ
と 

③
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
あ
る
い
は

各
種
共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
ま
た
は
、
通
算
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
こ
と 

④
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
保
険
の
加
入
期
間
の
合
計

が
２０
年
以
上
ま
た
は
、
４０
歳
以
後
の

期
間
が
１０
年
以
上
あ
る
こ
と
（
国
民

年
金
は
除
く
） 

⑤
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
（
退
職
被

保
険
者
本
人
）
の
配
偶
者
、
三
親
等

内
の
親
族
で
退
職
被
保
険
者
本
人
と

同
一
世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保

険
者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
以
下

の
人 

届
け
出
が
必
要
で
す 

　
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。 

　
年
金
証
書
（
加
入
期
間
の
証
明
で

き
る
も
の
）
・
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
特
別
弔
慰
金
支
給 

  
　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
４０
万
円
、
１０
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
１
人
　 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　 

②
戦
没
者
等
の
子
　 

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
　 

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
　 

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三

親
等
内
の
親
族 

　
こ
の
第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
７
日
　
午
前
１０
時
〜
、

１１
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、
２
時
〜
、

３
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
９
） 

  

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は 

　
届
け
出
を 

 

　 　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
建
っ
て
い
る
家
屋
に
対
し
課

税
さ
れ
ま
す
。 

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、
登

記
に
よ
る
手
続
き
（
滅
失
登
記
）
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
来
年
度
も

引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
「
家
屋
取
壊
申
告
書
」
を
お
出

し
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
申
告
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
い

た
だ
け
れ
ば
、
窓
口
で
す
ぐ
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
　
　
　 

▼
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第

２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

  

●
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を 

  

　
平
成
１７
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
１８

年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
新
・
増
築

さ
れ
た
家
屋
に
は
、
平
成
１８
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
（
都

市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
の
み
）
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
固
定
資
産
評
価
額
を
算
定

す
る
た
め
に
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
税
務
課
の
係
員
が
調
査
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
の
際
に
、
「
家
屋

登
記
済
書
」
「
建
築
確
認
通
知
書
」

「
工
事
見
積
書
」
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
増
築
な
ど
で
「
建
築

確
認
申
請
書
」
を
出
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
や
車
庫
・
物
置
を
建
築
し
基
礎

で
固
定
し
た
場
合
等
の
建
物
は
、
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

一
斉
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
岩
倉
市
で
は
、
現
在
、
一
斉
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
な

ど
に
よ
り
現
況
と
家
屋
課
税
台
帳
と

を
照
合
し
、
差
異
の
あ
る
建
物
を
把

握
し
、
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税

を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
調
査
の

都
合
上
、
敷
地
内
に
入
り
、
家
屋
の

現
況
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
に

伺
う
係
員
は
「
固
定
資
産
評
価
補
助

員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
不
審
の
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

  

●
北
街
区
市
街
地
再
開
発 

　
事
業
計
画
の
縦
覧 

  
　
岩
倉
駅
東
地
区
北
街
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
に
関

し
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。 

　
意
見
の
あ
る
人
は
、
愛
知
県
知
事

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
意
見
書
を
提
出
で
き

る
人
は
、
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事

業
に
関
係
の
あ
る
土
地
ま
た
は
、
土

地
に
定
着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権
利

を
有
す
る
人
、
お
よ
び
事
業
予
定
地

に
隣
接
し
た
土
地
に
関
す
る
権
利
を

有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。 

▼
縦
覧
期
間
　
７
月
６
日
　
〜
２０
日

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

▼
意
見
書
提
出
期
間
　
７
月
６
日
　

〜
８
月
３
日
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
） 

▼
と
こ
ろ
　
都
市
計
画
課 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

（木） 

（水） 

（水） 

（水） 

（水） 

固

基本健康診査パート職員（看護師および事務員）を 
募集します 
　岩倉市医師会では、基本健康診査実施に伴う看護師および臨床検査技
師（有資格者）と事務員を募集します。 
　募集人数　看護師（臨床検査技師を含む）１５人、事務員１５人 
　勤務場所　保健センター 
　勤 務 日　基本健康診査実施日（８月２３日から１０月１４日までのうち２７日間） 
　勤務時間　正午～午後３時(受診人数により若干の時間延長あり) 
※詳細については、保健センターにお問い合わせください。 
　問 合 先　保健センター（☎３７―３５１１） 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 
▲
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●
岩
倉
市
ダ
ブ
ル
ス
卓
球 

　
選
手
権
大
会
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
ダ
ブ
ル

ス
卓
球
選
手
権
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。 

▼
と
き
　
８
月
７
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
リ
ー
ナ 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
高
校
生
以
上
の
人 

▼
参
加
費
　
１
人
３
０
０
円
（
協
会

員
は
除
く
） 

▼
申
込
期
限
　
７
月
２４
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
２
０
０
５
水
辺
ま
つ
り 

　
カ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

　
出
店
者 

  

　
岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会
で
は
、
８

月
７
日
　
に
開
催
す
る
２
０
０
５
水

辺
ま
つ
り
に
併
せ
、
カ
ー
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
八
剱
憩
い
の
広
場
で
開

催
し
ま
す
。
こ
の
カ
ー
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
８
月
７
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
） 

▼
募
集
数
　
３０
ブ
ー
ス
（
先
着
３０
ブ

ー
ス
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
募
集
期
間
　
７
月
１１
日
　
〜
２５
日

　 ▼
出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円 

▼
出
店
資
格
　
岩
倉
市
内
に
お
住
ま

い
か
、
お
勤
め
の
人 

▼
申
込
方
法
　
申
込
先
に
、
出
店
申

込
書
に
ご
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
出
店
申
込
書
は
奥
田
米
穀

店
と
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
に
あ

り
ま
す
）
。 

▼
そ
の
他
　
当
日
は
、
日
よ
け
な
ど

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
販
売
品
に
つ
い
て
は
飲
食
物
、
営

利
目
的
ま
た
は
、
法
律
に
違
反
す
る

物
等
の
販
売
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
出

店
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
申
込
先
　
奥
田
米
穀
店
（
☎
３
７

―
０
７
２
３
）
ま
た
は
、
環
境
保
全

課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

８
） 

  

●
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験 

　
作
文
」
と
「
障
害
者
の
日 

　
の
ポ
ス
タ
ー
」 

　
　
　
　
　
　 

 

　
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、
学

校
や
社
会
生
活
、
社
会
活
動
な
ど
の

な
か
で
、
相
互
に
心
の
ふ
れ
あ
い
の

体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
、
あ
る
い
は
社
会
に
訴
え
た

い
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
心
の

輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
と
障
害
の

あ
る
人
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る

内
容
の
「
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
期
限
　
９
月
２
日
　（
必
着
） 

▼
そ
の
他
　 

①
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却

さ
れ
ま
せ
ん
。 

②
預
か
っ
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は

連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、

各
部
門
の
都
道
府
県
・
指
定
都
市
か

ら
の
推
薦
作
品
の
応
募
者
の
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
ま
た
は
、
年
齢
に
つ

い
て
は
、
入
賞
作
品
の
作
品
集
等
に

掲
載
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
、
福
祉
課
窓
口
に
備
え

て
あ
る
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

★
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

  

▼
応
募
・
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福

祉
部
障
害
福
祉
課
（
〒
４
６
０
―
８

５
０
１
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
―

１
―
２
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
２
１

１
１
） 

  

●
放
送
大
学
学
生 

  

　
放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学

（
教
養
学
部
・
大
学
院
文
化
科
学
研

究
科
）
で
す
。 

　
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

（
平
成
１７
年
１０
月
入
学
）
お
よ
び
大

学
院
修
士
全
科
生
（
平
成
１８
年
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

【
募
集
す
る
学
部
学
生
】 

①
全
科
履
修
生
／
卒
業
を
目
指
す
学

生
（
４
年
以
上
在
学
し
所
定
の
１
２

４
単
位
以
上
修
得
す
れ
ば
学
士
（
教

養
）
の
学
位
が
得
ら
れ
ま
す
） 

②
選
科
履
修
生
／
１
年
間
在
学 

③
科
目
履
修
生
／
半
年
間
在
学 

※
①
は
１８
歳
以
上
で
高
校
卒
業
の
資

格
が
必
要
。
②
③
は
１５
歳
以
上
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
入
学
可
。
①
②
③

と
も
無
試
験
。 

【
募
集
す
る
大
学
院
生
】 

④
修
士
全
科
生
／
２
年
以
上
在
学
し
、

「
修
士
（
学
術
）
」
の
学
位
の
取
得

を
目
指
す
学
生 

⑤
修
士
選
科
生
／
１
年
間
在
学 

⑥
修
士
科
目
生
／
半
年
間
在
学 

※
⑤
⑥
は
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
入
学
可
、
無
試
験
。 

▼
願
書
受
付
期
間 

★
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

…
８
月
３１
日
　
ま
で 

★
大
学
院
修
士
全
科
生
…
８
月
２５
日

　
〜
９
月
１４
日
　 

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も

募
集
要
項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。 

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
/h
p
 

▼
問
合
先
　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
（
中
京
大
学
内
☎
０
５
２
―

８
３
１
―
１
７
７
１
） 

         

●
七
宝
焼
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

　 

 

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家

で
は
、
次
の
と
お
り
七
宝
焼
講
習
会

を
開
き
ま
す
。 

　
七
宝
焼
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
７
月
２８
日
　
、
８
月
４
日

　
午
後
１
時
〜
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
工
芸
体
験
室 

▼
定
員
　
親
子
１５
組
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
対
象
　
七
宝
焼
に
関
心
の
あ
る
人

（
親
子
、
大
人
の
み
子
ど
も
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
） 

▼
参
加
費
　
毎
回
８
０
０
円
程
度

（
材
料
費
） 

▼
参
加
申
込
　
材
料
等
の
確
認
も
あ

り
ま
す
の
で
、
み
ど
り
の
家
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７

０
０
） 

 

外
で
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
農
林
水

 

（日） 

（日） 

（月） 

（金） 

（木） 

（木） 

（水） 

（木） 

（水） 

（月） 

（日） 

（日） 

http://w
w
w
8
.cao.g

o.jp/shoug
a 

i/index.htm
l 
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月
７
日
　
に
開
催
す
る
２
０
０
５
水

　
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が

学

　
放
送
大
学
は

放
送
メ
デ
ィ
ア
を

ン
タ

（
中
京
大
学
内
☎
０
５
２

０
０
） 

  
●
消
費
生
活
講
座
「
収
納
の 

　
基
礎
知
識
」 

  

　
片
付
け
た
く
て
も
片
付
け
ら
れ
な

い
、
捨
て
た
く
て
も
捨
て
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
今
回
、
収
納
の
専
門
家
か
ら
上
手

な
収
納
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
講
師
　
加
藤
雅
勝
さ
ん
（
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

▼
定
員
　
５０
人
程
度
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

          

●
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー 

　
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

  

　
昨
年
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
国
内

外
で
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
現
地

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
適
切

に
派
遣
し
た
り
、
住
民
の
要
望
を
聞

き
対
応
を
判
断
し
た
り
す
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
整
者
）
の
存
在
は

必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災
害
時

に
活
躍
す
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
、
実
技
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
訓
練
や
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
第
１
日
「
講
義
」
７
月
２３

日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

分
、第
２
日
「
実
技
」
７
月
３０
日
　
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
、
第

３
日
「
炊
き
出
し
訓
練
」
８
月
６
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
第
３
日
は
岩
倉
中
学
校
） 

▼
講
師
　
岩
倉
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会
ほ
か 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
対
象
者
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

勤
め
の
人
（
３
日
間
と
も
参
加
で
き

る
人
） 

▼
定
員
　
３０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

０
０
３
９
） 

  

●
森
の
教
室
（
入
門
編
） 

  

　
愛
知
県
で
は
、
全
４
回
の
コ
ー
ス

で
、
森
に
つ
い
て
学
び
、
森
の
手
入

れ
等
を
体
験
す
る
「
森
の
教
室
」
を

実
施
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
内
容
　
①
９
月
３
日
　
森

の
観
察
と
調
査
②
１０
月
１
日
　
森
の

学
習
と
手
入
れ
（
ヒ
ノ
キ
林
の
手
入

れ
等
）
③
１０
月
２９
日
　
森
の
学
習
と

手
入
れ
（
雑
木
林
の
手
入
れ
）
④
１１

月
２６
日
　
森
の
恵
み
と
工
作 

※
各
回
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
瀬
戸
市
南
東
部
海
上
の

森
内
（
海
上
の
森
入
口
集
合
、
愛
知

環
状
鉄
道
山
口
駅
か
ら
徒
歩
２０
分
） 

▼
定
員
　
５０
人
程
度 

▼
参
加
資
格
　
①
小
学
校
４
年
生
以

上
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

で
、
４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人 

②
木
の
伐
採
（
手
鋸
）
、
運
搬
等
の

作
業
が
実
施
で
き
る
人 

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
相

当
額
、
４
日
分
） 

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、「
森

の
教
室
申
込
」
と
記
載
の
う
え
、
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
（
グ
ル

ー
プ
は
全
員
分
）
を
記
入
し
て
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
締
切
日
　
７
月
２９
日
　
（
当

日
消
印
有
効
） 

▼
参
加
者
の
決
定
　
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
農
林
水

産
部
森
林
保
全
課
海
上
の
森
整
備
グ

ル
ー
プ
（
〒
４
６
０
―
８
５
０
１
住

所
不
要
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６
４

５
４
　
０
５
２
―
９
５
４
―
６
９
３

８
） 

  

●
愛
知
県
介
護
支
援
専
門

　
員
実
務
研
修
受
講
試
験 

  

　
愛
知
県
で
は
、
介
護
保
険
制
度
で

重
要
な
役
割
を
担
う
専
門
職
、
介
護

支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）の

養
成
研
修
を
受
講
す
る
資
格
者
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
試
験
日
　
１０
月
２３
日
　 

▼
受
験
資
格
　
次
の
２
つ
の
条
件
に

該
当
す
る
人 

①
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
各
分
野
で

合
計
５
年
以
上
（
一
部
の
対
象
者
は

１０
年
以
上
）
の
実
務
経
験
の
あ
る
人 

②
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務

地
が
愛
知
県
に
あ
る
人
ま
た
は
、
現

在
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
愛

知
県
内
に
住
所
の
あ
る
人 

▼
願
書
の
配
布
　
７
月
１
日
　
〜
８

月
５
日
　
生
き
が
い
課
、
尾
張
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
等
で
配
布
し
ま
す
。 

▼
願
書
の
受
付
期
間
　
７
月
１３
日
　

か
ら
８
月
５
日
　
ま
で
郵
送
で
受
け

付
け
ま
す
（
当
日
消
印
有
効
）
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
係
（
☎
０
５
２
―
２
３
１
―
３

２
２
４
） 

         

●
こ
ど
も
の
救
命
講
習
会 

　
〜
こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜 

  

　
こ
ど
も
に
、
小
さ
な
事
故
や
け
が

は
つ
き
も
の
で
す
。
事
故
や
け
が
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切

で
す
が
、
も
し
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

ら
…
。 

　
そ
こ
で
、
こ
ど
も
の
起
こ
し
や
す

い
事
故
や
け
が
と
、
そ
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？ 

▼
と
き
　
７
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事
故
か

ら
守
ろ
う
」
、
実
技
「
こ
ど
も
の
救

命
救
急
法
」 

▼
講
師
　
消
防
職
員（
救
急
救
命
士
） 

▼
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親 

▼
定
員
　
３０
組 

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

（日

（水） 

（土） 

（土） 

（土） 
（土） 

（土） 

（金） 

（土） 

（土） 

（日） 

（水） 

（金） 

（金） 

（水） 

（金） 

か
　

と
う
ま
さ
か
つ 

て
　
の
こ 

健康  
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●
健
康
度（
体
力
・
認
知
症
な

　
ど
）を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！
 

  

　
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
で
自
分
の
か
ら

だ
を
知
り
、
筋
力
低
下
の
予
防
、
生

活
活
動
の
見
直
し
で
元
気
な
老
人
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

                  

▼
対
象
　
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
人 

▼
内
容
　
問
診
（
生
活
習
慣
等
）
、

血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
体
力
チ

ェ
ッ
ク
、
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
、
結
果

説
明 

▼
そ
の
他
　
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
）
。
ま
た
、
動
き

や
す
く
、
す
ぐ
に
裸
足
に
な
れ
る
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
６
月
１
日
現
在
）
　 

▼
譲
り
ま
す
　
ベ
ビ
ー
歩
行
器
、
空

手
着
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
１４
型
テ
レ
ビ
・
リ
モ

コ
ン
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
、
ピ
ア
ニ
カ
、
南
小
体

操
服
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
、
お
む
つ

バ
ケ
ツ
、
ミ
シ
ン
、
製
図
台
、
子
ど

も
用
自
転
車 

▼
求
め
ま
す
　
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
遊

花
幼
稚
園
制
服
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ

ビ
ー
服
、
赤
ち
ゃ
ん
用
玩
具
（
ガ
ラ

ガ
ラ
）
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
、
一
輪
車 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

  

　
こ
の
時
期
は
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ

ー
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

行
楽
地
に
向
か
う
交
通
量
が
増
加
し

ま
す
。 

　
例
年
、
夏
の
暑
さ
や
開
放
感
か
ら

か
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
若
者
の

無
謀
運
転
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
事

故
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
事
故
が

多
発
す
る
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
若
者
を
は
じ
め
一
般
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
の
励
行
、
マ
ナ
ー 

の
向
上
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
７
月
１１
日

か
ら
２０
日
ま
で
夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
交
通
事
故
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
が
今
一
度
考
え
、
交
通
安

全
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

▼
期
間
　
７
月
１１
日
　
〜
２０
日 

★
重
点 

・
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う 

・
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う 

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う 

・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
（
交
差

点
で
黄
信
号
も
止
ま
る
運
動
）
を
推

進
し
よ
う 

 

※
弁
護
士
の
相
談
は
予
約
が
必
要
で

務
所
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ

▼
連
絡
先
　
福
祉
事
務
所
児
童
課

 

（月） 

（水） 

児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
絵
で
見
る
「
も
の
」
の 

　
数
え
方 

 

　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
健
　
監
修 

　
　
　
　
　
　
分
類
　
言
語
・
語
学 

         

　
神
様
は
「
一
柱
」
、で
は
仏
様
は
？

蛾
は
「
一
匹
」
、
で
も
蝶
は
？
　
な

ん
で
も
か
ん
で
も
一
個
、
二
個
、
ひ

と
つ
、
二
つ
と
数
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

「
も
の
」
の
数
え
方
を
絵
解
き
で
紹

介
し
ま
す
。 

 

★
む
し
の
に
ん
じ
ゃ
た
ち
　 

　
　
　
　
　
　
　
写
真
　
海
野
和
男 

★
お
や
す
み
な
さ
い
　 

　
　
リ
ー
グ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
　
文 

　
ジ
ル
・
マ
ッ
ク
エ
ル
マ
リ
ー
　
絵 

相 談 
その他 

薬物乱用は絶対にやめましょう 
少年をターゲットにする覚せい剤密売人 
　覚せい剤の密売人は「薬物の使用は個人の自由」と考える若
者たちをターゲットにして、覚せい剤を売りまくり、乱用者を
増やしています。例えば、出会い系サイトで知り合った男に覚
せい剤を打たれて中毒になった女の子や、暴力団との絡みから
仲間同士で覚せい剤に手を出した暴走族などです。 
覚せい剤がもたらす害 
１　薬物の乱用者は身も心もボロボロになる 
　薬物の依存性から薬物がやめられなくなった乱用者は、やが
て慢性中毒症状「幻覚・妄想」に襲われ、自らを傷つけたり、
死を選ぶなど、身も心もボロボロになります。 
２　第３者に危害を加え、お金欲しさに犯罪を敢行する 
　幻覚・妄想から錯乱状態になり、関係のない他人をいきなり
襲ってみたり、薬物を買うお金欲しさに、盗み、強盗、売春と
いったあらゆる犯罪に手を出してしまいます。 

３　家庭や家族が崩壊　 
　家庭に１人でも薬物乱用者がいたら、乱用者の暴力、物の破
壊等に耐える地獄の日々が待っています。ひどい場合は、乱用
者の家族が乱用者を殺害するなど、薬物乱用の裏側には、この
ような具体的な危険が潜んでいるのです。 
　問合先　江南警察署生活安全課少年係（☎５６―０１１０　内
線２７２） 

▼
 

 

日 
 

日 
～ 

と　き ところ 

７月　４日（月） 

７月　５日（火） 

７月　８日（金） 

７月１１日（月）  

７月２１日（木） 

７月２６日（火） 

７月２８日（木） 

第五児童館 

第三児童館 

くすのきの家 

北島町公会堂 

大市場町公会堂 

八剱会館 

大上市場会館 

午前９時～ 

９時３０分 

午後１時～ 

１時３０分 

ま
ち  

だ
　
　  

た
け
し 
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日
お
渡
し
し
ま
す
）
。
ま
た
、
動
き

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  
●
な
ん
で
も
労
働
相
談
会 

　 　
　
　
　 

　
愛
知
県
で
は
、
愛
知
労
働
局
お
よ

び
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
と
共
催
で
、

「
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
来
所
、
電
話
で

も
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
２８
日
　
・
２９
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
近
鉄
新
名
古
屋
ビ
ル
５

階
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
機
構
名
古
屋
駐
在
事
務
所
多

目
的
室
（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
４

―
５
―
２８
名
古
屋
駅
か
ら
桜
通
を
東

へ
徒
歩
５
分
）
　 

▼
相
談
内
容
　
解
雇
、
賃
金
等
の
あ

ら
ゆ
る
労
働
問
題 

★
当
日
の
電
話
に
よ
る
相
談
・
問
合

先
…
☎
０
５
２
―
５
６
１
―
９
５
１

１ 

※
弁
護
士
の
相
談
は
予
約
が
必
要
で

す
。
各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
で
受

け
付
け
ま
す
（
予
約
電
話
☎
０
５
２

―
９
６
２
―
８
５
９
２
）
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
労
働
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
２
―
９
６
２
―
８
５
９
２
） 

  

●
子
ど
も
を
虐
待
か
ら 

　
守
る
た
め
に 

  
　
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な

権
利
侵
害
で
す
。 

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
親
の
立
場
よ
り
何
よ
り
も
「
子

ど
も
の
立
場
が
最
優
先
」
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
で
き
る
の
は
「
あ
な
た
」
と
「
関

係
機
関
」
の
連
携
で
す
。 

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
た

ら
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
や
福
祉
事

務
所
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

も
の
で
す
。
連
絡
を
し
た
人
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
「
あ
な
た
」
の
実
行
が
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す
。 

児
童
虐
待
と
は 

★
身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る

な
ど 

★
性
的
虐
待
…
性
的
行
為
の
強
要
、

性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど 

★
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に

す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な

ど ★
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
扱
い
な
ど 

　
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら
（
お
か

し
い
と
感
じ
た
ら
）
迷
わ
ず
に
次
の

と
こ
ろ
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
連
絡
先
　
福
祉
事
務
所
児
童
課

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
ま
た
は
、

一
宮
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５

８
６
―
４
５
―
１
５
５
８
） 

  

●
子
育
て
相
談
　 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
・
し
つ
け
・

発
育
・
食
事
な
ど
子
育
て
に
不
安
を

感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
人

に
話
す
こ
と
で
気
が
つ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
し
し
ま
し

ょ
う
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
　 

                  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

（木） 

（金） 

　
ジ
ル
・
マ
ッ
ク
エ
ル
マ
リ
ー
　
絵 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
７月　３日（日）午後１時～３時 
７月１７日（日）午後１時～３時 
■女性相談 
７月　４日（月）午後１時～３時３０分 
■人権相談 
７月　８日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
７月　８日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
７月１２日（火）午後１時～４時 
７月２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順
延）午前９時から、市民相談室で当月分の予約
を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
７月１３日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
７月１４日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
７月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
７月１５日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
７月２５日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時 
（祝日、振替休日を除く） 

 

み  　な  　       な     や      む     な 
●心の相談電話 

　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

少
　
者
増
せ
仲
覚
１
　
て
死
２
　
襲
い

３
　
壊
者
よ
　
線

▼
 

電話相談 相談場所・問合先 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

や
ま  

だ  

か
ず 

ゆ
き 
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新
柳
町
の
加
納
善
樹
・
史
子
さ
ん
の
長

男
永
遠
く
ん
（
1
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
神
様
が
与
え
て
下
さ
っ
た
大
切
な
永
遠

く
ん
、
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
 

　
永
遠
く
ん
は
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
だ
よ
。

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
永

遠
く
ん
の
笑
顔
に
は
、
パ
パ
と
マ
マ
は
、

い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
。
 

　
素
敵
な
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
一
緒
に
作
っ

て
い
こ
う
ね
。
 

か
　
の
う
　

よ
し
　
き 

ふ
み
　

こ 

永
遠
く
ん 

と  

　
わ 

は 
市民の皆さんが作りだすページです！ 

は 
市民の皆さんが作りだすページです！ 
　「市民のひろば・いわくらネットワーク」のこのページで市民の皆さんからの投稿をお待ちしています。 

　この他にも旅行記やふるさと自慢など、楽しい情報なら大歓迎です。ご連絡をいただければ取材にも伺います。ふ

るってご応募ください。 

●問合先　企画課広報広聴係（☎３８―５８０２） 

あなたの家族の自慢話を 
お聞かせください。 

あなたの趣味を 
教えてください。 

あなたがやっているボランティア 
活動を教えてください。 

平成17年7月1日 18



いつ起きても不思議でない東海地震！
あなたは備えていますか？

つ か  は ら　　　  て る  ひ さ 

●あいち防災リーダー　　塚原　輝久 

　最近、新聞、雑誌等で東海地震、東南海地震、東海地震
と東南海地震の連動の発生の恐れがあると言われています。
過去を振り返ると日本列島の太平洋側では、１００～１５０
年くらいで地震が発生しています。東海地震は、１８５４
年の安政東海地震以来約１５０年にわたって、大地震があ
りません。東南海地震においても、１９４４年以来、６１
年の空白域となっています。今後３０年の東海地震発生率
は、「いつ起きてもおかしくない」、東南海地震では、
「６０％」と言われています。この状況から、東海地震は、 
明日発生するかもしれません。各地震が発生した場合、愛
知県の調査結果（平成１５年６月）による岩倉市被害予想
は下表のように予想されています。 

　皆さんが被害にあわないようにするためにも、次の項目
をチェックしましょう。 

岩倉市の被害予想（冬早朝５時を想定） 

チェックシート 

　
稲
荷
町
の
棚
橋
誠
・
文
代
さ
ん
の
長
女

唯
ち
ゃ
ん（
５
歳
）長
男
快
く
ん（
３
歳
）

二
男
来
く
ん
（
２
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
い
つ
も
３
人
で
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
の
、

に
ぎ
や
か
な
毎
日
。
来
く
ん
は
お
姉
ち
ゃ

ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
い
つ
も
ふ

た
り
に
く
っ
つ
い
て
遊
ん
で
楽
し
そ
う
だ

ね
。
快
く
ん
は
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
。
幼

稚
園
に
入
っ
て
知
ら
な
い
間
に
い
ろ
い
ろ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
唯
ち
ゃ
ん
は

い
つ
も
２
人
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
頼
れ

る
お
姉
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
仲
の
良
い

笑
顔
の
絶
え
な
い
姉
弟
で
い
て
く
だ
さ
い
。
 

た
な
　

は
し
ま
こ
と 

ふ
み
　

よ 

唯
ち
ゃ
ん 

来
く
ん 

快
く
ん 

ゆ
い 

ら
い 

か
い 

（右） 
（中） （左） 

　最後に、日ごろから訓練や備えをし、また、地震発生時
冷静に対処することが大切です。 

想 定 項 目  東 海 地 震  東南海地震 東海地震・ 
東南海地震 

全 壊 件 数  

半 壊 件 数  

火 　 　 災  

人 的 被 害  

２０棟 

－ 

－ 

－ 

４０棟 

２９０棟 

－ 

６０人 

５０棟 

３６０棟 

－ 

７０人 

家の耐震診断、耐震補強、塀などの安全確認。 

家具などの転倒、落下防止。ガラスの飛散防止。 

備蓄品や非常持ち出し品を用意。 

生活用水（洗面用・トイレ用）の備蓄。 

家族で避難の方法や連絡方法をあらかじめ決めておく。 

日ごろから、自主防災活動に積極的な参加。 

隣近所とのコミュニケーションを図る。 

消防署などで開催されている救命講習会への参加。 
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安全で開かれた学校を目指して安全で開かれた学校を目指して
不
審
者
対
策
訓
練
 

　
５
月
３０
日
に
不
審
者
が
校
舎
内
に
侵
入
し
た
こ

と
を
想
定
し
て
、
江
南
警
察
署
の
協
力
を
得
て
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
不
審
者
を
装
っ
た
警
察
官
が
ナ
イ
フ
を
手
に
５

年
１
組
の
教
室
に
入
り
込
み
ま
す
。
迫
真
の
演
技

に
訓
練
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
子
ど
も
た
ち
の
顔

が
引
き
つ
り
ま
し
た
。
 

　
担
任
の
大
野
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
に
教
室
の

前
か
ら
避
難
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
防
犯
ベ
ル
と

笛
で
異
常
発
生
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
異

常
を
察
知
し
た
隣
の
教
室
の
嶋
先
生
が
火
災
報
知

器
を
鳴
ら
し
、
異
常
を
学
校
中
に
知
ら
せ
、
け
た

た
ま
し
い
非
常
ベ
ル
の
音
に
学
校
中
が
一
瞬
騒
然

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
男
性
職
員
が
さ
す
ま
た
を
手
に
５
年
１
組
に
駆

け
つ
け
不
審
者
の
行
動
を
阻
止
し
ま
す
。
し
か
し
、

不
審
者
を
容
易
に
取
り
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
ず

に
、
逆
に
攻
撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
担
任
の
先
生
の
指
示
に

従
っ
て
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
無
事
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
運
動
場
で
警
察
署
の
方
と
校
長
先
生
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
「
い
つ
も
先
生
が
い
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
」

と
い
う
お
話
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
の
仕

方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
教
室
へ
戻
り
、
用
具
を
持
ち
、
一
斉

下
校
の
隊
形
に
並
び
直
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
不

審
者
が
近
づ
い
て
き
た
と
、
想
定
し
て
笛
を
吹
く

練
習
を
し
ま
し
た
。
大
き
な
笛
の
音
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
下
校
後
、
教
師
対
象
に
不
審
者

が
教
室
に
進
入
し
て
き
た
と
き
の
対
処
方
法
の
訓

練
を
し
ま
し
た
。
 

　
凶
器
を
持
っ
て
い
る
か
、
持
っ
て
い
な
い
か
を

見
極
め
、
ま
ず
、
子
ど
も
を
安
全
に
教
室
外
に
逃

が
し
、
そ
の
後
、
不
審
者
に
体
を
張
っ
て
阻
止
す

る
こ
と
が
教
師
の
使
命
だ
と
い
う
こ
と
ば
に
緊
張

が
走
り
ま
し
た
。
 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
 

　
防
犯
・
不
審
者
対

策
の
一
環
と
し
て
東

門
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
登

校
後
、
学
校
中
の
門

は
防
犯
の
た
め
に
施

錠
し
て
い
ま
す
。
学

校
へ
訪
ね
て
き
た
方
に
は
ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て

入
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
側
で
も
門
を
開
け

て
入
っ
て
く
る
人
が
ど
ん
な
人
な
の
か
を
把
握
で

き
ず
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
つ
き
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設

置
し
、
職
員
室
と
結
び
、
職
員
室
で
だ
れ
が
訪
ね

て
き
た
か
分
か
る
よ
う
に
し
、
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

　
南
小
学
校
を
訪
ね
て
み
え
た
と
き
は
、
東
門
の

北
側
の
柱
に
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
中
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
美
し

い
声
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
誠
実
に
お
答
え
す
る

声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
様
、

一
度
、
南
小
学
校

を
訪
れ
て
く
だ
さ

い
。
 

岩倉南小学校 

平成17年7月1日 20



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

が
教
室
に
進
入
し
て
き
た
と
き
の
対
処
方
法
の
訓

い
。
 

　６月８日、岩倉東小学校５年生の児童３５
人が、総合的な学習の時間で田植えを行い
ました。 
　子どもたちは、地域の皆さんやお母さん
たちに指導され、はじめは慣れない手つき
でしたが、最後には、指導してくださった
方々に「うまくなったね」とお墨付きをも
らっていました。 
　子どもたちは、「姿勢がきつかったけど
楽しかった」と話していました。この日植
えられた稲は、秋に収穫し、もちつきをす
る予定です。 

おいしいお米に育ちますように 
～東小学校田植え～ 

　６月３日、岩倉のごみを考える会の皆さんが
岩倉北小学校を訪問し、４年生の総合的な学習
の時間で「ぼかし作り」の授業を開きました。
児童は、ＥＭ菌（抗酸化物質を作り出す微生物
で、動物・植物・環境に有効に作用します）、
糖みつを水で溶かしたものと、もみがら、米ぬ
かを、よく混ぜ、ぼかしを作りました。ごみを
考える会の人から「ぼかしを使うと良質の肥料
になり、おいしい野菜ができる」と説明を聞き、
児童は「家でもやりたい」と話していました。 
　この日作ったぼかしは、残った給食と混ぜて
花壇に使う予定です。 

生ごみを肥料に　　 
～北小学校ぼかし作り～ 

　６月１３日、みどりの家で、ナゴヤシティブラ
スアンサンブルの生演奏で演歌をうたう「演歌を
うたおう！」が開かれました。 
　このコンサートは、セントラル愛知交響楽団の
ブラスメンバーが中心となって活動しているナゴ
ヤシティブラスアンサンブルがボランティアで開
催しているもので、今回で３回目となります。 
　この日は、１０人の市民の皆さんが「箱根八里
の半次郎」や「つぐない」などの歌謡曲を熱唱。
参加者の自慢の歌声に、会場からは盛大な拍手が
送られていました。 

生演奏で歌声披露　 
～ナゴヤシティブラスアンサンブル　生演奏で演歌をうたおう！～ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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　休日急病診療（有馬良成　有馬医院） 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★母親教室第３回 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第４回 

★風しん 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★BCG　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

★３歳児健康診査　はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
 

はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

水 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，391人（＋137人） 
            男性/24，111人（＋67人） 
            女性/24，280人（＋70人） 
          世帯数/19,487世帯（＋86世帯） 
                （6月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

★三種混合　 

7月10日（日）は 

　愛・地球博の「あいち・おまつり広場」では、県内市町村による
地域の祭り、伝統芸能、文化活動、特産品等の紹介など、各市町村
や地域の特色をクローズアップした市町村デーが開催されています。 
　７月１０日（日）は「岩倉市の日」です。ステージでは市内各団
体による催し物が開催されます。また、名古屋コーチンの試食と、
鯉のぼりの展示も併せて行います。ぜひ、ご来場ください。 
●場　所　愛・地球博　長久手愛知県館「あいち・おまつり広場」 
●主　催　愛知万博「岩倉市の日」実行委員会 

　９：３０～　９：５０ 

１０：００～１０：１５ 

１０：４０～１１：００ 

１１：２５～１１：４５ 

１２：０５～１２：３５ 

１２：５０～１３：００ 

１３：２０～１３：４０ 

１４：００～１４：２０ 

１４：３５～１４：５５ 

１５：００～１５：２５ 

１５：３５～１６：００ 

１６：００～１６：２５ 

１７：０５～１７：３５ 

岩倉太鼓友の会 

オープニングセレモニー 

岩倉市ジュニアオーケストラ 

岩倉市民吹奏楽団 

民謡 

（岩倉民謡会、民謡山口会、民謡藤川会） 

五条川作文コンクール入賞者作品朗読 

いわくら少年少女合唱団　 

さんご大正琴同好会 

岩倉民謡舞踊連盟 

市の紹介ビデオ上映 

サルサダンス 

（共演　岩倉総合高等学校、岩倉中学校） 

キューバ音楽 

（コンキスタンド） 

山車からくり 

（大上市場区、中本町区、下本町区各山 

車保存会） 

「岩倉市の日」 

「岩倉市の日」催事スケジュール 
 

●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

つじ 


